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１．はじめに 

 RC構造物を対象とした既存の鉄筋腐食度判定法には，自然電位法1),2)，分極抵抗法1),2)，交流インピーダン

ス法1),2)がある．しかし，RC構造物から鉄筋端部をはつり出す局部破壊作業が必要であり，測定結果解釈の難

解さや測定時間の長さ等が実用上問題となっている．これに反し，物理探査法の一種である電気探査法3)～8)

は，はつり作業を行わずRC構造物表面から見掛け比抵抗3)と見掛け充電率3)を測定することで，鉄筋腐食度を

簡便かつ精度良く判定することが可能である．さらに今回は，RC構造物の表面に小穴5)（直径3mm，深さ5mm
程度）を開けることなく測定できる表面接触型の電極について検討を行った． 
２．電気探査法で用いた電極 

 

 

図-1 電気探査(ウェンナ)法の回路               写真-1 電気探査(ウェンナ)法で用いた４電極 

 

 図-1に本研究で開発した電気探査法の回路図を，写真-1に RC 構造物表面に接触させる 4 電極（自作の木製

留め具で 4 電極を固定）を，各々示す．写真-1 において，両端は入力電流用のステンレス電極，中央の 2 つは

出力電位測定用の電極（日本防蝕工業(株)製：通常は鉛照合電極として用いられている）である．入力電流用の

電極先端には麻布，出力電位用の電極先端にはスポンジを付けてあり，各々通電性向上のため 10％水酸化カル

シウム溶液に浸した後，電気探査測定を実施した． 
３．無筋供試体と RC 供試体の測定例                                  

 無筋水平供試体と RC 水平供試体（両供試体とも 750x120                        

x100mm，材齢 1209 日，鉄筋は黒皮なし健全鉄筋，これら供 

試体の詳細は参考文献 8）を参照）の測定例を写真-2に示す． 
 無筋水平供試体と RC 水平供試体から得られた電流と電位                        
の測定例を各々図-2と図-3に示す．無筋供試体（図-2）の場 
合は，10～80 秒間の矩形電流入力に対してほぼ矩形の電位が 
認められる．一方，RC 供試体（図-3）の場合は，10～80 秒        写真-2 測定風景 
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図-2 無筋供試体の測定例                 図-3 RC 供試体の測定例 

 
間の矩形電流入力に対してコンデンサー効果を有する非線形な電位が測定された．これらの電流と電位から見掛

け比抵抗と見掛け充電率を算出した．算出の手順は，参考文献 5),8)を参照されたい．           

４．見掛け比抵抗と見掛け充電率の分布                                  

 今回測定した無筋水平供試体と RC 水平供試体の「見掛け比抵抗と見掛け充電率」の分布を図-4 に，供試体

表面に小穴を開けて測定した 12 個の既存供試体 8）のそれらの分布を図-5に，各々示す． 
黒皮なし健全鉄筋の見掛け比抵抗分布が，無筋コンクリートのそれに比べて数倍～10 倍程度大きい傾向と，

黒皮なし健全鉄筋の見掛け充電率分布が，無筋コンクリートのそれに比べて 100 倍～数 100 倍程度大きい傾向

は，小穴の有無による電極の差異に関わらず一致（図-4と図-5 の比較）した．すなわち，今回開発した電極に

よっても正しい測定が出来ることが示されたといえる．一方，今回測定した 2 本の供試体（図-4，材齢 1209 日）

の見掛け比抵抗分布が，12 個の既存供試体（図-5，材齢 29～263 日）のそれに比べて数倍～数 10 倍程度大き

くなった理由は，電極の差異ではなく，材齢により生じた含水率の差 1）によると考えられる．            

図-4 今回測定した無筋供試体と RC 供試体の測定結果(材齢 1209 日)  図-5 12 個の既存供試体の測定結果(材齢 29～263 日) 

 

５．まとめ 

 以前は４電極とも直径 3mm の鋼棒を約 5mm コンクリート表面に埋め込む方法で測定を行っていたが，今回は

RC 構造物の完全な非破壊化を目的に，写真-1に示す４電極を作製し測定を実施した．その結果，無筋供試体と

RC 供試体とも「見掛け比抵抗と見掛け充電率」を正しく測定出来ることが明らかとなった．今後は，今回作製

した 4 電極を実 RC 構造物に適用し，鉄筋腐食の有無や強弱の測定データを蓄積していく予定である． 
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1) 黒皮なし健全鉄筋

2) 黒皮あり健全鉄筋

3) 塩害腐食
強 <---> 弱

4) 無筋コンクリート

  無筋コンクリート

 黒皮なし健全鉄筋
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